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						なぜ、レントゲンではなく「エコー」なの？

						赤ちゃんの股関節は、まだ大部分が「軟骨」でできています。そのため、従来のレントゲン検査よりもエコー検査の方が多くのメリットがあります。 

						比較項目		従来のレントゲン検査 🩻		新しく導入したエコー検査 🧬

						見えやすさ		軟骨が写りにくく、判断が難しい		軟骨もしっかり見えるため、より正確に診断可能

						お体への負担		わずかながら放射線の被ばくがある		放射線ゼロ！ 体への負担がなく、何度でも安全

						検査の様子		撮影中に赤ちゃんを固定する必要がある		あやしながらでも検査OK

						早期発見		骨が育つ生後3〜4ヶ月が対象になりやすい		生後すぐ（1ヶ月）の早い時期から6ヶ月頃まで正確にチェック可能　但し4ヶ月までに診断した方がよい ゲツ ゴロ タダ ゲツ シンダン ホウ
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